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【世帯数】    ８０５世帯 

【人 口】 男  ９３１人 

女  ９９8 人 

 合計 1,9２9人 

 （令和３年７月３１日現在） 

令和３年９月号 

 

令
和
3
年
度 

 
 

 

八
代
市
有
効
者
表
彰
式 

 

氷
川
に
ア
ユ
の
稚
魚
を
放
流 

 
 
 
 

 

～
清
流
氷
川
対
策
協
議
会
～ 

 ➀ 

 

8

月

2

日
（
月
）
、
鏡
町
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
八
代
市
有
功
者
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
毎
年
8
月
1
日
の
市
政
施
行

記
念
日
に
、
市
政
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々

を
称
え
、
表
彰
を
行
う
も
の
で
す
。 

 

８
月
３
日
、
環
境
保
全
活
動
の
一
環
と
し

て
、
氷
川
に
ア
ユ
な
ど
の
稚
魚
15

キ
ロ
グ
ラ
ム

（
約
１
８
０
０
匹
）
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

当
日
放
流
さ
れ
た
稚
魚
は
平
均
８
グ
ラ
ム
の

重
さ
（
大
き
さ
）
で
す
が
、
氷
川
の
コ
ケ
を
食

べ
る
こ
と
で
、
順
調
に
育

て
ば
秋
に
は
60
グ
ラ
ム
の

重
さ
（
大
き
さ
）
に
な
る

見
込
み
で
す
。 

 

関
係
者
に
よ
る
と
、
近

年
は
「
氷
川
の
ア
ユ
が
お

い
し
い
」
と
評
判
で
、
釣

り
人
が
多
く
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。 

 

日
本
遺
産
認
定
記
念
連
載 

 
 

～
東
陽
町
日
本
遺
産
め
ぐ
り
（
5

） 

 

谷
川
橋
（
河
俣
地
区
） 

 
 

東
陽
石
匠
館 

館
長 

上
塚 

寿
朗 

 

河
俣
地
区
に
は
河

俣
阿
蘇
神
社
が
あ

り
、
河
俣
川
に
か

か

る

谷

川

橋

を

渡
っ
て
行
く
こ
と

が
出
来
ま
す
。 

 
 

 

谷
川
橋
は
、
東

陽
町
に
あ
る
め
が

ね
橋
で
一
番
大
き

な
約
15

m
の
ア
ー

チ
を
誇
り
ま
す
。 

 

建
設
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
当
時

の
村
会
議
員
で
区
長
だ
っ
た
右
田
安
兵
衛

が
、
子
ど
も
を
お
宮
参
り
に
連
れ
て
行
っ
た

時
に
、
幼
い
子
ど
も
は
簡
素
な
丸
太
橋
が
怖

く
て
向
こ
う
岸
に
渡
れ
な
か
っ
た
た
め
、
地

域
の
人
々
の
将
来
の
こ
と
を
思
い
、
め
が
ね

橋
架
橋
を
村
に
提
案
し
た
こ
と
で
し
た
。 

 

工
事
は
田
上
甚
太
郎
が
石
工
頭
と
し
て
携

わ
り
ま
し
た
が
、
完
成
を
前
に
亡
く
な
っ
た

の
で
川
野
賢
蔵
が
後
を
継
ぎ
、
昭
和
４
年
に

完
成
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
橋
に
は
、
大
変
貴
重
な
架
橋

中
の
写
真
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

種
山
石
工
の
め
が
ね
橋
で
架
橋
中
の
写
真

が
あ
る
の
は
こ
の
橋
だ
け
で
す
。
昭
和
46

年

に
は
、
橋
を
保
護
す
る
た
め
に
上
部
に
鋼
橋

が
架
け
ら
れ
、
現
在
も
車
で
渡
る
こ
と
が
で

き
る
橋
で
す
。 

 

準
優
勝
！
東
陽
校
区 

 

～
市
民
体
育
祭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
～ 

 
 
 

 

東陽町関係者で表彰された方は、次のとおりです。（敬称略） 

交通指導員 上村俊司  東陽方面隊 本部分団長 園田高士 

第１分団長 田村一幸  第２分団長 寺田忠義  

第３分団長 梅田義博  第４分団長 俣島修一 

 
8
月
1
日
（
日
）
、
市
民
体
育
祭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
が
東
陽
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
東
陽
校
区
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
３
校
区
と
少
な

い
チ
ー
ム
数
で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
参

加
者
は
久
し
ぶ
り
に

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
試

合
を
楽
し
み
、
気
持

ち
い
い
汗
を
流
し
ま

し
た
。 



９月１０日（金）納期限のもの 

◆農業集落排水使用料    ８月(７月使用分) 

◆浄 化 槽 使 用 料   ８月(７月使用分)です。 

 

９月３０日（木）納期限のもの 

◆国民健康保険税         ６期 

◆介 護 保 険 料     ６期 

◆後期高齢者医療保険料  ３期 

◆簡易水道使用料             ９月(８月使用分） 

※口座振替をご利用の方は、事前に口座の残高を 

お確かめください。 

※納付が遅れる場合は、必ず地域振興課までご連

絡、ご相談ください。 

【問合せ先】 地域振興課  65-2111 

■市税等の納期について 

■秋の全国交通安全運動実施 

 

 日頃から、芸術・文化活動を行っている方の発
表の場として、今年も八代市東陽町文化の祭典を
下記の要領（例年とは違う形）で開催します。 
 八代市東陽町文化の祭典実行委員会では、展 
示・ステージ部門に参加・協力いただける人・団
体を募集しています！ 
 皆さんのご参加お待ちしています！！ 
 

       展示部門 

１．日 時：11月２7日（土）   

       ～２８日（日）  
      午前９時～午後４時 
２．場  所：東陽地域福祉保健センター 
３．募集内容：書道、絵画、写真、生け花、園
芸、工芸、小中学校・保育園による作品など 
４．搬入日時：11月26日(木)午前9時～午後4時 
  ※生け花：11月28日(土)午前9時～午後3時  
５．搬出日時：11月29日(日)午後3時～午後5時 
 

      ステージ部門 

【今回、ステージ部門につきま

しては、ケーブルテレビ撮影・

後日放送とします】 
１．撮影日時：11月16日(月)   
          ～20日(金) 
   午前9時～午後4時 
  ※上記の日時以外での撮影
ご希望の方は、事務局までご相談ください。 
２．撮影場所：東陽スポーツセンター 
      （一般参加） 
３．募集内容：寸劇、伝統芸能、詩吟、コーラス 
  ダンス、民謡、日舞、器楽演奏など 
 
◇募集資格：東陽校区民または東陽校区にゆかり    
 が あり、文化活動に理解と協力ができる方。 
   団体の場合は代表者が文化の祭典実行委員会の 
   会議に出席できること。 
   会場の準備・片付けに協力できる方。 
 
◇申込方法：東陽コミュニティセンターまたは東 
 陽支所に用意してある申込書（展示部門は黄 
 色、ステージ部門はピンク色の用紙）に記入の 
 うえ、東陽まちづくり協議会事務局東陽コミュ 
 ニティセンター内）、または東陽支所へ提出し 
 てください。 
 
 
 
 
【問合せ先】東陽まちづくり協議会 65-2210 

 10月1日から自転車保険加入が義務になりま

す。自転車の安全利用に努めるとともに、声を

かけ合って意識を高めましょう。 

※自転車利用者 

 自転車損害賠償保険等に加入しなければなり

ません。 

※保護者 

 未成年の子どもさんが自転車を利用するとき

は、自転車損害賠償保険等に加入しなければな

りません。 

【自転車安全利用五則】を守りましょう！！ 

 ①自転車は、車道が原則、歩道は例外 

 ②車道は左側を通行 

 ③歩道は歩行者優先で車道寄りを徐行 

 ④安全ルールを守る 

 ・飲酒運転・二人乗り・並進の禁止 

 ・夜間はライトを点灯  

 ・交差点での信号遵守と一時停止・安全確認 

 ⑤子どもはヘルメットを着用 

【問合せ先】 地域振興課 65ー2111 

■自転車保険加入義務化になります！ 

 秋の全国交通安全運動が実施されます。交通

ルールを守り、安全運転を心がけましょう。 

【運動期間】 

 9月21日（火）～9月30日（木） 

 

【問合せ先】 地域振興課 65－2111    

■令和3年度 八代市東陽町文化の祭典 

  参加者募集！！ 


